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農産物直売店の域外進出による農村の活性化
――愛媛県西条市の水都市の事例――
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２４０ 松山大学論集 第１７巻 第６号
２７）２０００年世界農林業センサスによると，販売農家のうち，５ha以上の耕地面積をもつ農
家は，西条市１９人であり，愛媛県で最も大規模な稲作農家が存在する。次いで東予市で
同じく１７人となっている。この両市は愛媛県で最も大規模な稲作農家が存在する。
２８）西条市の２０００年の農家総数は１，８８３戸であり，うち６９％が第二種兼業農家であり，愛
媛県の市部の兼業農家率５７％より１２ポイントも高率である。
２９）補助事業名は，農水省の平成７年度農業生産体制強化総合推進対策事業であり，事業費
の負担区分は，国庫補助金１，０００万円・西条市補助金３３３万円・西条市農協の自己負担金
は７３１万円であった。
３０）ときめき水都市の名称の由来は，水都市は西条市が自噴泉に恵まれた水の都であるこ
と，ときめきは出荷する会員にも顧客にも心のときめきを感じてもらいたいとの思いが込
められている。
３１）久門組合長は１９２９年（昭和４）生まれ，１９７９年より西条市農協理事，１９９４年に西条市
農協組合長となる。農家の出身であるが，主として造園業で全国各地で活躍。好きな言葉
は「いつも前向き，前進あるのみ」。日本農業新聞（１９９８年８月２７日）の記者との対談で
は，「農家は自分で作ったものは，人に値をつけさせるのではなく，自分で値をつけ，自
分で売り，自分で責任をとる姿勢を貫きたい」と直売を推進し，「農業はすることやれる
ことがいくらでもある。JAの最大の強みは，自然を足場に食べ物を作り，供給している
ことである」と主張する。
３２）インショップ形成は，群馬県の甘楽・富岡農協に学んだというが，愛媛県東予地区と首
都圏の消費市場の規模の差異から，甘楽・富岡農協のインショップが盛んであるのに対し
て，西条市の水都市のインショップは販売額が伸び悩んでいるといえる。
３３）西条市農協の運搬用トラックの運転手はパート職員であり，時間給で雇用されている。
西条市農協の運搬車のうち，松山市の天山店に向かうトラックのみは，西条市のう

ち

ぬ

き

の名水を積み込み，天山店の顧客に名水を無料配布している。
３４）２００５年の産業別人口構成の割合は，第二次＋第三次産業の就業者の比率が，新居浜市
９８％，今治市９７％，西条市９４％であり，同年の愛媛県全体の第二次産業＋第三次産業の
就業者の比率が８８％であるのと対比すれば，東予諸都市の第二次産業と第三次産業の就業
者の比率がきわめて高く，東予諸都市の都市化が著しいことがわかる。
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